
芥
川
龍
之
介

「好
色
」

の
自
画
像

}
、

は

じ

め

に

「
大
導
寺
信
輔

の
半
生
」
「
或
阿
呆

の

一
生
」

へ
の
道

(
1
)
芥

川

の

〈
敗
北

〉

宮

本

顧
治

「
敗

北

の
文

学

…
芥
灘
龍
之
介
氏
の
文
学
に
つ
い
て
1
篇

(「改
造
」

昭
解

八
)
か

ら
、
村

上
春

樹

「芥

川
龍

之
介

ー
あ
る
知
的
エ
リ
ー
ト
の
滅
び
」
(ジ

ェ
イ

・
ル
…
ビ
ン
爾

『芥
川
龍
之
介
短
篇
集
㎞
序
文

平

}
九
・六

薪
潮
祉
、
凍
著
は
ペ
ン

ギ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、.謁
脅6ワ70
同5
0影
鑓
廷
ω
¢く
o昌
ざ
¢昌
○
簿
o
憎
OQ
ざ
梶ざ
も。..
篤OO
φ

で
序
文

も
炎
文
)
ま

で
、
背

崇

こ
そ
大

き
く

異
な

る
も

の
の
、
芥

川
龍

之
介

の
死

を
典

型
的

な
近

代
知

識
人

の
敗

北

と
す

る

こ
と
は

変
わ

ら

ぬ
共
通

認
識

で
あ

る
と

言

っ
て

よ

い
。

宮
本

は

共
塵
主

義

の
文

脈

で
そ

の
死
を

「
小

ブ

ル
ジ

ヨ
ア

・
イ

ン

テ
リ

ゲ

ン
チ

ヤ
」

の
文
学

の

「
敗

北

」

と
し

た
。

村

上

は

「
人

工
的
な

ス
ト

ー

リ
ー

テ
リ

ン
グ

と
、
洗

練

さ
れ

た
文

章
技

術

の
中

に
、
人

間
的

含
差

を
忍

ば

せ
る

こ
と
、

そ

れ
が
芥

川

の
生

き
方

で
あ

り

、
書

き
方

で
あ

っ
た
。
」

と

し
、

そ

の
入

工
性
、

技

巧

性

の
源

と

し

て

「
現
実

の
、

恐
怖

と
苦

し

み
に
満

ち
た

世
界

に
滋

爾
す

る
よ
り

は
、
自

ら
を

心
身

共

に
鋼

の
世

界

に
移
動

さ
せ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
そ

の
虚
構

性

の
中

に
救

い
の
よ
う

な
も

の
を

見

い
だ
し

た
か

っ
た

の
か
も

奥

野

久
美
子

し

れ
な

い
。
」
と

指

摘
、

そ

の
死
を

「
一
入

の
知

的

エ
リ
ー

ト

の
敗

北

を
告

げ

る
出
来

事

で
あ

る
と

同
時

に
、

歴
史

の
大

い
な
る
変

わ

り

巖
と

も

な

っ
た
。
」

「多

く

の

B
本

人

は
、
芥

川

と

い
う

一
入

の
作

家

の
死

に
、

優

れ

た
大

正
教

養
人

の
栄
光

と
、

苦
悩

と
、

美
学

と
、

避
け

が

た

い
滅

び
を

見

い
だ
す

こ
と

に
な

る
。
㎏

と
論

じ
た

〔傍
線
引
用
者
、
以
下
瞬
〕。

芥

川
が

浸
り

、
ま

た
自

ら
も

作
り

上
げ

た

虚
構

の
世

界
、

そ

し

て
大

正
教

養
人

(知

識
人

)

の
世

界
は
、

言
う

ま

で
も

な
く

古
今

東

洒

の
本

(
書
物

V
か

ら
成

り

立

っ
て

い
た
。

読
書

に
よ

る

人
格

陶
冶

を

め

ざ

し

て
大

正
期

の
青

年
た

ち

は
盛

ん
に
本

を
読

み
、
読
書

法

、
読

書
論

も
巷

に
あ

ふ
れ
た
。

読

者
層

は
昭

和
に

か
け

て
知
識

入

以
外

に
も
広

が
り

(永

嶺
重
敏

「
モ
ダ
ン
都
市
の

〈読
書
階
級
>
1
大
正
家
・昭
和
初
期
東
寒
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
読
者
」

/

「出
版
研
究
」
事

三

・三
)、
芥

川

が
亡
く

な

る
直
前

に

は
、
円

本

ブ
…

ム

等

に
よ

る

書
物

の
濫

刊

は

外

国

に
も

見

ら

れ
ぬ

異

常

な

現
象

だ

と

し

て
、
「
書

籍

の
洪
水

」

「
書
籍

の
機

関

銃
」

を
戒

め

る
言

説
も

あ

っ
た
ほ

ど

だ

(古
薦
闘
雄

¶読
轡
亡
国
論
」
/

「文
化
生
活
」
昭
二
・翫
)。

芥

川

の
死

に
象

徴

さ
れ

る
近
代

知

識
人

の
滅

び
と

は
、

上

記

の
よ
う

な
状

況

下

で
た
と

え
れ

ば
、

本

に
実

人
生

を
呑

み

こ
ま

れ
た
人

間

の
悲

一1一



劇

と

言
え

る
か
も

し
れ

な

い
。
人

生
を

実
入

生

か
ら

で
な
く

本

か
ら

学

ぶ
し

か
な

か

っ
た

少
年

、
実

人
生

に
本

以
上

の
価

纏
を

兇

い
だ

せ
な

い

青

年

の
姿
を

、
芥

川
は

そ
れ

ぞ
れ

「
大
導

寺

信
輔

の
半

生
i

或

精

神

的

風
景

画
ー

」

箱
中
央
公
論
」
大
一
四
・
ご
、
「或

阿
呆

の

一
生

」

(遣
稿
、
「改

造
㎏
昭
…
…∴

○
〉
の

二
作

品

に
書

き
残

し

て

い
る
。

(
2
)
本
と

人
坐
1

「
大
導
寺

信
輔

の
半

生
」

「
或

阿
呆

の

一
坐

」

「大

導
専

信
輔

の
半
生

」

(
以
下

「
大
導

寺

」
)

は
研
究

史

上
、

「
今

迄

の
彼

の
作

品

と

全
く

異

な

っ
た

私

小
説

的
手

法

が

採

用

さ
れ

て

い
る
」

「
「
保

吉
偏

も

の
に
自

己

の
内
諏

が

語
ら

れ

て

い
て
も
、

決

し

て
自

己

告

白
的

形
態

を

と

ら

れ
た

も

の
で
な

い

の
に
対

し

て
、

「
大
導

壽

信

輔

の

半
生

」
は
自

己
告

白

的
形
態

が

と

ら
れ

て

い
る
」

(萬
細
務

「芥
川
龍
之
介
論

ノ
オ
ト
…

「大
導
毒
揺
輔
の
半
生
」
か
ら

「点
鬼
簿
」
へ
…
漏
/

「大
販
壊
南
女
子
短
期
大

学
研
究
紀
葺

昭
四
五
・五
)
と

さ
れ

る

一
方

、

「
そ

の
虚
構

性

も

学

生
時

代

の
旧
知

な

ど
に

よ

っ
て
指

摘

さ
れ

て

い
た
。
」

「
虚

実
皮

膜

の
議
論

が

一

応

の
飽
和

点

に
達

し
た

」

(葬

川
龍
之
介
全
作
品
事
豊

勉
誠
出
版

平

一
二

「大

導
毒
揺
輔
の
半
生
」
の
環
、
松
本
常
彦
執
筆
)
と

し

て
、

〈自

伝

〉

と

は

.距
離

を

置

い
た
読

み
方
を

さ
れ

て

い
る

の
が
現
状

で
あ

る
。
し

か
し

そ

の
第

五

節

「
本

」

に
あ

る
以

下

の

一
節

は
、

人
生

の
全

て
を
本

か
ら

学

ん
だ
少

年

の
姿
、

本

の
申

の
人

生

に
同

化
す

る

こ
と

で
、

「
仏

の
や
う

に

」

い

く

つ
も

の
入
生
を

経

た
錯
覚

を

得
、

全
能

感

に
至

る
よ

う
な

陶
酔

を

示

し

て

い
る
。

こ
れ
は

〈
自
伝

〉

で
は
な

い
に
し

て
も
、
自

ら

の
精

神

史
、

あ
る

い
は

典
型

的
近

代
知

識

人

の
形
成

を
語

っ
た

白
晒

像

と
み

な
し

て

よ

い
の

で
は
な

い
か
。

本

に
対

す

る
信

輔

の
椿
熱

は
小

学

時
代

か
ら

始
ま

つ
て

ゐ
た
。

こ

の
情
熱

を
彼

に
教

へ
た
も

の
は
父

の
本

箱

の
底

に
あ

つ
た

帝
国

文

庫

本

の
水
瀞

伝

だ

つ
た
。

頭

ば
か

り
大

き

い
小
学

生

は
薄
賠

い

ラ

ン
プ

の
光

の
も

と

に
何
度

も

「
水

濡
伝

偏
を

読

み
返

し
た
。

の
み

な
ら
ず

本
を

開

か

ぬ
蒔

に
も
替

レ
天

行
レ
道

の
旗

や
景

陽
岡

の
大
虎

や
菜

園
子
張

青

の
梁

に
昂

っ
た

人

問

の
腿
を

想
像

し

た
。

想
像

?

-

し
か

し
そ

の
想

像
は

現
実

よ

り
も

一
贋

現
実

的
だ

つ
た
。
彼

は
又
何
度
も
木
剣
を
提
げ
、
干
し
菜
を
ぶ
ら
下
げ
た
裏
鷹
に

「水

耕
伝
」
中
の
人
物
と
、
1

一
丈
青
庖
三
娘
や
花
秘
尚
魯
智
深
と

格

闘

し
た
。

こ
の
情

熱
は

三
十

年

間
、

絶
え
ず

彼

を
支

配

し

つ
づ

け

た
。
彼

は
度

た
び
本

を
繭

に
夜

を
徹

し
た

こ
と

を
覚

え

て
ゐ

る
。

い
や
、

几
上

、

慮
上

、
廟

上
、

時

に
は

路
上

に
も

熱
心

に
本

を

読

ん
だ

こ
と

を
覚

え

て

ゐ
る
。
木

剣

は
勿

論

「水

濡

伝
」

以
来

二
度
と

彼

の
乎

に
取

ら
れ

な
か

つ
た
。

が
、
彼

は

本

の
上

に
何
度

も

笑

つ
た
り

泣

い
た

り
し

た
。

そ

れ
は

言
は

ば
転
身

だ

っ
た
。

、瓦

の
中

の
人
物

に

変

る
こ
と

だ

っ
た
。

数

の
過

去
生

を

通
り

抜
け

た
。
イ

ヴ

ア

ン

・
カ

ラ

マ
ゾ

フ
を

、

彼
は

天

竺
の

仏
の

や

う
に

ハ 無 君

_2_



ム

レ

ツ

ト

を

、

公

爵

ア

ン

ド

レ

エ
を

、

ド

ン

・
ジ

ユ

ア

ン

を

、

メ

ブ

イ

ス

ト

フ

エ
レ

ス

を

、

ラ

イ

ネ

ツ

ケ

狐

を

、

…

〔ゆ
略
〕

か

う

雷

ふ
信

輔

は
当

然

又

あ

ら

ゆ

る

も

の
を

本

の
巾

に
学

ん

だ
。

少

く
と
も

本

に
負

ふ
所

の
全

然
な

い
も

の
は

}
つ
も

な
か

つ

た
。
実

際
彼

は
人
生

を
知

る
為

に
街

頭

の
行
入
を

眺

め
な

か

つ
た

。

寧

ろ
行

人
を

眺
め

る
為

に
本

の
中

の
人

生
を

知

ら
う

と
し

た
。

そ

れ
は
或
は
入
生
を
知
る
に
は
迂
遠
の
策
だ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
か

つ
た
。

が

、
街

頭

の
行
人

は
彼

に
は
ロ
ハ
行
人

だ

つ
た
。

彼

は
彼
等

を
知

る
為

に

は
、
…

ー
彼

等

の
愛
を

、

彼
等

の
憎

悪
を

、
彼

等

の

虚
栄

心

を
知

る
為

に

は
本

を

読
む

よ

り
夕

は
な

か

つ
た
。

本

を

、

ー

殊
に
世
紀
末
の
区
羅
巴
の
麗
ん
だ
小
説
や
戯
曲
を
。
彼
は
そ

の
冷
た
い
光
の
中
に
や
つ
と
彼
の
前
に
展
開
す
る
入
間
喜
劇
を
発

見

し

た
。

い
や
、

或

は
善

悪
を

分
た

ぬ
彼

自
身

の
魂

を
も

発

見

し

た

。

(〔

〕
内
引
朋
者
、
以
下
同
)

さ

ら

に
遺

稿
と

な

っ
た

「
或
阿

呆

の

一
生

」

も
、

「
自

伝

的
性

格

を

持

つ
遺

稿
に

(海
老
井
英
次

「
「詩
」
と

「
阿
呆
」
と
1

芥
川
龍
之
介

「或
阿
呆
の

}
生
」

論

…
1

」
/

「語
文
研
究
」
昭
四
縢
・六

の
ち

『芥
川
龍
之
介
論
孜
-
自
巴
覚
醒
か
ら
解

体

へ
i
』
桜
楓
社

昭
六
三
・二
)
と

さ

れ

る

。

「
大

導

寺

」

と

絡

め

て

「
〔
*
芥

川
の
自
伝
的
小
説
は
、　,大
潔
奪
」
の
〕
続

篇

が

、
健

康

の
衰

え

等

で

変

形

し

て

「
或

阿

呆

の

一
生

」

に

な

り

、

「
歯

車

」

に

な

り

、

「
河

童

」

に

な

り

、

最

終

的

に

「
西
方

の
人
」

に

結

実
し

た
」

(小
澤
保
博

「
バ
ト
グ
ラ
フ
ィ

「或
開
呆
の

{
生
」
雰

川
龍
之
介
)」
/

[琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要
竹
膨

二

・八
)
と
す

る
指

摘

も
あ

る
。

そ

の
同
作

で
最
も
有

名

な

一
節
を

含
む

書

き
繊

し

の
第

…
節

「
時
代

」
を

引
用

す

る
。

そ
れ

は
或

本
屋

の
二
階
だ

つ
た
。

二
十
歳

の
彼

は
書
棚

に

か
け

た

酒
洋
風

の
梯
子

に

登
り
、

新

ら
し

い
本

を
探

し

て

ゐ
た
。

モ
オ

パ

ス
サ

ン
、

ボ

オ

ド

レ

エ
ル
、

ス
ト

リ

ン
ト

ベ
リ

イ
、

イ

プ

セ

ン
、

ゼ

ロ
リホ

シ

ヨ
ウ
、

ト

ル

ス
ト

イ
、

…

…
/
そ

の
う

ち

に
日

の
暮

は
迫

り
掛

し
た
。

し

か
し
彼

は

熱
心

に
本

の
背

文
字

を
読

み

つ
づ

け

た
。

そ

こ
に
並

ん

で

ゐ
る

の
は
本

と

い
ふ

よ
り
も

寧

ろ
世
紀

宋

そ
れ

自
身

だ

つ
た

。

ニ
イ

チ

エ
、

ヴ

エ
ル
レ

エ
ン
、

ゴ

ン

ク
ウ

ル
兄
弟

、
ダ

ス
タ

エ

フ
ス
キ

イ
、

ハ
ウ
プ

ト

マ
ン
、

フ
ロ
オ

ベ

エ
ル
、

…
…
/

彼

は
薄
賠

が
り

と
戦

ひ

な
が

ら
、
彼

等

の
名
前

を
数

へ
て
行

つ
た
。

が
、

本

は
お

の
つ

か
ら

も

の
憂

い
影

の
中

に
沈

み

は
じ

め
た
。

彼

は
と

う
と
う

根
気

も

尽
き
、
西

洋
風

の
梯

子
を

下
り

よ
う

と

し
た
。

す

る
と

翠
の
な

い
電
燈

が

一
つ
、

丁
度

彼

の
頭

の
上

に
突

然

ー
か

り
と

火
を

と
も

し

た
。
彼

は

梯
子

の
上

に
停

ん

だ
ま

ま
、

本

の
問

に
動

い
て
ゐ

る
店
員

や
客

を

見
下

し
た
。

彼

等

は
妙

に
小

さ
か

つ

た
。

の

み
な
ら

ず
如

何

に
も

見
す

ぼ
ら

し

か

つ
た
。

/

「
人
生

は

}
行

の
ボ

オ
ド

レ

エ
ル

に
も
若

か
な

い
。
」
/

彼

は
暫

く

梯

子

の
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上

か
ら
か

う
云

ふ
彼
等

を
見

渡
し

て
ゐ
た
。

…

:

傍
線

部

「
傘

の
な

い
電
燈

」

は
先

の

門
大
導

寺
」

の
傍

線

部
、

水
潜

伝

を
読

ん

で

い
た

「
薄

暗

い
ラ
ン
プ

の
光

」
と

見
事

に
紺

応
す

る
。

電
燈

が

明
治

末

か
ら

大

正

は
じ

め

に
か

け

て
急

速

に
普

及

し
た

轟

稿

「芥
規

龍
之
介

「老
年
」
考
」
/

「別
府
大
学
国
語
国
文
学
」
平
…
八
二

二
、
拙
著

開芥
川
作
品
の

方
法
1
紫
檀
の
机
か
ら
↓

和
泉
書
院

平
…
二

・七

所
収
)
事

実
も

あ

る

が
、

ラ

ン
プ

よ
り

も
ず

っ
と

明

る

い
電
燈

翻
近
代

西

洋
文

芸
を
背

後

に

し

て
現

実

の
人
間

を
見

る
と

、

い
か

に
も

「
見

す

ぼ
ら

し
」

い
。

ま
た

そ

の
次

の
傍
線

部

「
ボ
オ

ド

レ

エ
ル
」

の
あ

ま
り

に
窟
名

な

}
句

に
関

し

て
は
、

先
掲

の
宮

本
顯

治

が

「
こ

の
器
葉

程
、

氏

の
人
生

に
対

す

る
軽
侮

と

芸

衛

に
対

す

る
僑

仰

を

表

現

し

て
ゐ

る
も

の
は

な

い
。
扁

と

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う

な

「
彼

」
の
行
く

末

が
同
作

の
終

り
近

く
、
第

四
十

九
節

「
剥

製

の
白

鳥

」

に
示
さ

れ
る
。

〔上
略
〕
そ
れ

は
頸

を

挙

げ

て
立

つ
て

ゐ
た
も

の

の
、

黄

ば
ん

だ

羽

根

さ

へ
虫

に
食

は
れ

て
ゐ
た
。

彼

は
彼

の

一
生
を

思

ひ
、
涙

や
冷

笑

の
こ
み

上
げ

る

の
を
感

じ
た

。
彼

の
前

に
あ

る
も

の
は
唯

発
狂

か
自

殺
か

だ
け

だ

つ
た
。

彼

は
臼

の
暮

の
往

来
を

た

つ
た

一
人
歩

き

な

が
ら
、

徐

う
に
彼

を
滅

し

に
来

る

運
命
を

待

つ
こ
と

に
決
、心

し
た
。

「
こ

の

「
剥
製

の
白

鳥

」

こ
そ
、

芥

用

の
最

後

の
自

懸

像

だ
と

い

っ
て

よ

い
で
あ

ろ
う

」

(海
老
井
英
次

罪

川
籠
之
介
論
致
…
自
己
覚
醒
か
ら
解
体
へ
止

先
掲
)
と

さ

れ

る
と

お

り

で
あ

る
。

芥

川

が

晩
年

に
蟻

い
た

二
作

に
お

け
る
慮

画

像

の
重
要

な

要
素

は
、
本

に
実
人

生
を

呑

み

こ
ま

れ

た
典

型

酌
近

代

知

識
入

の
姿

で
あ

る
。

「
大

導

毒

一

で
は

そ

の

こ
と

を
ま

だ

得

意

気

に
語

っ
て

い
る

ふ
し

が

あ
り

、
全

能

感

す
ら

漂

わ

せ

る
が

、
「
或

阿
呆

の

一
生
」

に

お

い
て
は

こ

の
四
十

九
節

や
最

終
章

「
敗

北

扁
と

の

照
応

か
ら
、

悲
壮

感
と

〈
敗

北
〉

感
が

漂
う

。

さ

て
、

序
節

が
長

く

な

っ
た
が
、

こ
の
よ
う

な

近
代

知
識

人

の

〈
自

趣
像
〉

が

門
大
導

寺
㎏

よ
り

数
年

葡
、
い
ち
は

や
く

現
れ

て

い
る

の
が
、

芥

川

の
現
在

は

あ
ま

り
論

じ

ら
れ

る

こ
と

の
な

い
作
晶

「
好

色
」

で
は

な

い
か
、

と

い
う

の
が
本

稿

の
盆
旨

で
あ

る
。

以
下

に

門
好

色
偏

と

当

蒋

の
読

書
を

め

ぐ

る
知

識

人

の
あ
り

方

に

つ

い
て
の
諸

書
説

と
を

絡

め

つ
つ
論
じ

て

い
き

た

い
。

二
、

「
好

色

」

「
好

色

」

(「改
造
一
大

…
○
∴

○
、
窃
柵

馨

聾

春
隅
堂

大

　
二
)
は

平
定

文

(平

中
)

を
主

入

公
と

し
、

「
今
昔

物

語
集

㎏

巻

二
十

の

一

(
婁

註
国

文
叢
書
褥
第
を
七
巻
所
収

(大
四
・八

博
文
館
)
に
よ
る
)
の
平
中

と
侍

従

の
説
話

を

主
な

典
拠

に
、
エ
ピ

グ

ラ

フ
に
あ

る
よ
う

に

「
宇
治
拾

遺

物
語

」
「
十
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訓

抄
」

の
平

中
説

話

を
参

照

し

て
書

か

れ
た

。

噸
春

服
融

収

録
時

に
改

稿

が
あ

り
、

「
爾
姿

扁

な
ど

の
各
節

ご

と

の
題
も

そ

の
際
加

え

ら
れ

た
。

本
稿

で
は
そ

の
第

}
節

「
画
姿

扁

に
注

臼

し
た

い
。

泰
平

の
時

代

に

ふ
さ
は

し

い
、
優

美
な

き

ら
め

き
鳥
輯

子

の
下
に

は
、

下

ぶ
く
れ

の
顔

が

こ
ち

ら
を

見

て
ゐ

る
。

そ

の
ふ

つ
く
り

と

え
ん

じ

肥

つ
た
頬

に
、

鮮

か
な
赤

み

が
さ

し

て
ゐ

る

の
は
、
何

も

膿
脂
を

ぼ
か

し

た

の

で
は
な

い
。

〔中
略
〕
眼

は

人

よ
り

も
細

い
中

に
、
絶

え

ず
微

笑

が
漂

つ
て
ゐ

る
。
殆

そ

の
瞳

の
底

に

は
、
何

時

で
も
咲

き

匂

つ
た
桜

の
枝
が

、
浮

ん

で
ゐ

る

の
か
と

思

ふ
位

、

購
れ

購

れ

し

た
微

笑

が
漂

つ
て
ゐ

る
。

が

、
多

少
油

意
を

す

れ
ば

、
其

処

に

は

必
し
も

幸

福

の
み

が
住
ま

つ
て

ゐ
な

い
事

が
わ

か

る
か
も

知
れ

し
や
う
く
わ
う

な

い
。

こ
れ

は
遠

い
何
物

か

に
、

澗

慨

を
持

つ
た

微
笑

で
あ

る
。

同
時

に
又
手

近

い

一
切

に
、

軽
蔑

を

抱

い
た
微

笑

で
あ

る
。
頸

は

顔

に
比

べ

る
と

、

寧

ろ
華
奢

す
ぎ

る

と
評

し

て
も
好

い
。

そ

の
頸

か
ざ

み

に

は
白

い
汗
杉

の
襟
が

、
か

す
か

に
香

を
焚

き

し
め

た
、

菜

の
花

す
ゐ
か
ん

色

の
水

干

の
襟

と
、

細

い

一
線
を

.鯛

い
て

ゐ

る
。

〔巾
略
〕
こ
れ

が

あ
ま

古

い
物
語

の
中

か

ら
、

わ
た

し

の
前

に
浮

ん

で
来

た

「
天

が
下

の

た

ひ

ら

ンヘ
マだ

ぷ

み

た

ひ

ら

よ

し

か

ル
ヨづ

色

好

み
扁

平

の
貞
文

の
似

顔

で
あ

る
。

平

の
好
風

に

子
が

三
人

あ

る
、

丁
慶

そ

の
次

男

に
生

ま

れ
た

か
ら
、

.平

中
と

渾
名

を
呼

ば

れ

た
と
云

ふ
、

わ
た

し

の

U
8

転
瓢
鈴
づ

の
似
顔

で
あ

る
.、

「
好

色
」

は

芥

川

の
芸

術
至

上

主
義

と

そ

の
挫

折

と

い
う

文

脈

で
語

ら

れ
る

こ
と
が

多

い
作
品

で
、
こ

の

「
わ

た
し

の

U
o
⇔
q
轟

⇔

の
似

顔
」

も
、

「
芥

川

の
自
画

像
、

あ

る

い
は
希

望
的

自

爾
像

と

い

っ
て
も

い

い
」

「
「
つ
き

る

こ
と

な

く
求

め

る
者
」

が
、

彼

の
理
想

像

で
あ

る

こ
と

に
は

か

わ

り

が

な

い
。
」

(駒
尺
喜
美

葬

川
龍
之
介
の
批
畳

法
敢
大
学
出
版
局

昭

照
七
∴

こ
、

「
平

中

を
単

な

る

「
色

好

み
」

に
終

ら
せ

ず

に
、

一
人

の

理
想
主

義

者
と

し

て
捉
え

な

お
し
、

理
想

高

き
が

ゆ
え

に
そ
れ
を

充

墳

す

る

こ
と

の
で
き
な

い
現
実

に
於

い
て
、

結

局
は

ニ
ヒ
リ
ズ

ム
に
陥

っ

て

い
く

、
そ
う

し
た

〈U
o
⇒
魯

鎚

〉
的

構
造

を
自

ら

の
中

に
も
自

覚
し

、

平

中

の

〈微

笑
〉

を

共
有

し

て

い
た

が

ゆ
え

に
、

芥
川

は
平

中
を

「
私

の

U
§

転
鄭
9
鵠
」
と
呼

ん
だ

の
に
違

い
な

い
の
で
あ

る
。
臨

(海
老
井
英
次
先

掲
書
第
七
章
第
圏
節
、
初
幽

「文
学
論
輯
」
昭
梱
五
六
・三
)
な
ど

、
芸

術

の
理

想
を

求

め
続
け

る
芥

川

の
自
画

像
と

読
ま

れ

て
き
た

。

こ

こ

で
油
匿

し

た

い
の
は

、
そ

の
平

ゆ

の
外

貌

の
描

き

方

で
あ

る
。

こ
れ

に

つ

い
て
も

従

来

、
「
独

創

ら

し

い
独

創

が
あ

る
か

と

い
え

ば
、

む
し

ろ
疑

闇

で
、

描
か

れ
た

平
ゆ

の
容

姿

は
、
大

和
絵

の
中

か
ら
抜

け

て
描

た
美

男
よ

ろ
し
く

、
か

な
り

類
型

的
な
も

の
で
し

か
な

い
。
」
爾

前
、

海
老
井
英
次
氏
)、

「
平
中

の
外

貌

は
、

「
引

目
鉤

鼻
」

の
独

特

の
描

写
技

法

が
描

く
、

没
糊

性
的

で
類

型
的

な

王
朝

入

で
あ

る
。
」

(下
穫
善
三
郎

「平
中

好
色
説
話
と
芥
川

罫

色
㎞」
/

颪

語
と
国
文
学
」
昭
六

丁
二
)
な

ど
、

瞳

を
除

け
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ば

平
中

の
外

貌

に
は

こ
れ
と

い

っ
た
特

徴
が

な

い
と

さ
れ

て
き

た
。

し

か

し
、
傍

線
部

「
頸

は
顔

に
比

べ
る
と

、
寧

ろ
華

奮
す

ぎ

る
と

評
し

て

も
好

い
」

は
、

平
安

貴
族

の
描

か

れ
方

の
類

型
か

ら
外

れ

る
。
芥

川

が

ハ
お

ぜ

平
安

陪
代

の
衣

装
を
参

照

す

る
た

め
に
利

用
し

て

い
た

「
信

貴
山

縁
起

漏

の
貴

族

(図
圭
歯

2
>
や

「
粉

河
等

縁
起
絵

偏

の
長
者

(図
3
)、
ま

た
我

々

が
平
安

貴
族

と

し

て
す
ぐ

に
思

い
浮

か

べ

る

「
源

氏
物

語
絵

巻
」

の
源

氏

の
姿

(図
嘆
)
を

見

て
も

、
「
頸

」

は

ふ

っ
く

ら

し
た

顔

と
恰

幅

の
良

い
身
体

に
埋

も

れ

て
、

ほ
と

ん
ど

描
か

れ

て

い
な

い
。

図

1

の
勅

使

は

珍

し
く

頸

が
見

え

る
が

「
華
奢

」

で
は

な

い
。

「
頸

は

顔

に
比

べ
る
と

、

寧

ろ
華

奢
す

ぎ

る
」

と

い
う
平

中

の
描

写
は
、

明

ら
か

に
類

型
的

平
安

貴

族
像

を
破

る
も

の

で
あ

る
。

後

の
展

開
を
考

え

れ
ば

、

こ

の
描

写

は

「
大
導

寺

」

に

お
け

る

「
頭

ば

か
り

大
き

い
小

学
生

一

に

通
ず

る
。

つ

ま

り
、

頭

ば

か
り

大

き
く

(
本

に
よ

る
知

識

ば

か
り

で
)
、

そ

れ
を

支

え

る
首

は
華

奢

す
ぎ

て
頼
り

な

い

(現
実

の
入
間
、

実

人
生
を

見

つ
め

よ
う

と

し
な

い
)
、
今

に
も

そ

の
重

す
ぎ

る
頭

の
た

め

に
頸

か

ら
折

れ

て
し
ま

い
そ
う

な
平

中
像

を
、

「
爾
姿

」

は
表

し

て

い
る
。

平
中

が
そ

の
重

す
ぎ

る
頭

の
た
め

に
手
痛

い
失
敗

を
す

る

の
が
第

三

節

「
雨

夜
」

で
あ
る
。

平

中
が
侍

従
を

た

ず
ね

、
初

め

て
会
え

る
こ
と

に
な
り

、
侍
従

の
居
間

の
隣

で
待

っ
て

い
る
場

面
。

「
此
処

が
辛

抱

の
し
所
だ
な

。
も
う

半
時

も
た

ち
さ

へ
す
れ

ば
、
お

れ
は
何

の
造
作
も

な
く
、
日
頃

の
思

ひ
が
購

ら
さ

れ
る

の
だ
。

〔中
肇

ー

i
あ

あ
、

胸

が
痛

ん

で
来

た
。

一
そ
桓

か
侍

従

な

ぞ
と

は
、
縁

つ
ほ
ね

の
な

い
事
を

考

へ
よ
う
。

大
分

ど

の
局
も

ひ

つ
そ

り

し
た

な
。
聞

え
る

の
は

雨

の
音

ば
か

り
だ
。

ぢ

や
早

速
眼

を

つ
ぶ

つ
て
、

雨

の

事

で

も

考

へ
る

と

し

よ

う
。

春

雨
、

五

月

雨
、

夕

立

、

秋

雨
、

…
…
秋

雨

と

云

ふ

書
葉

が

あ

る

か

し

ら
?

秋

の
雨
、
窒

の
雨

、

雨

だ

れ

、

雨

漏

り

、

雨

傘

、

爾

乞

ひ

、

雨

龍

、

雨

蛙

、

雨

革

、

爾

宿

り

、

…

…

」

〔中
毯

ー

1
平

中

は

と

う

と

う

く

ら

闇

の

中

に

、

ぢ

つ
と
独

り
横

に
な

つ
た
、
恋

し

い
侍

従
を

探
り

当

て

た
。

/

こ
れ

は
夢

で
も
幻

で
も

な

い
。
侍

従

は
平

中

の
鼻

の
先

に
、
打

衣

つ

か
け

た
儘
、

し
ど

け

な

い
姿

を

横
た

へ
て

ゐ
る
。
彼

は

其
処

に

ゐ

す

く

ん
だ

な
り
、

我
知

ら
ず

わ

な
わ

な
震

へ
描

し
た
。

が
、
侍

従

は

不
相
変

、

身
動

き
を

す

る
気

色
さ

へ
兇

え
な

い
。

こ
ん
な
箏

は

確

か

何

か

の
草

辮

に
、

書

い

て
あ

つ
た

や
う

な
心

も

ち

が
す

る
。

ー
か
た
む
け

爾
巻

に
あ

つ
た

の
か
も

知

れ

な

い
。

/

「
恭

な

い
。

添

な

い
。

今

ま

で
は

つ
れ
な

い
と
思

つ
て
ゐ
た
が
、

も
う

向

後
は
御

仏

よ
り
も
、

お
繭

に
身
命

を
捧

げ
る

つ
も
り
だ

。
」
/

平
中

は
侍
従
を

引
き

寄
せ

さ
さ
や

ピ

な

が
ら
、

か
う

そ

の
耳

に
囁

か
う

と

し
た
。

が

、

い
く

ら
気

は
急

ー
一6一



な

い
。

〔中
騒

「
お
待
ち

な
さ

い
ま
し
。

ま
だ
あ

ち
ら

の
障

子

に
は
、

懸
金

が

下
し

て
ご
ざ

い
ま

せ
ん
か

ら
、
あ

れ
を

か
け

て
参

り
ま
す

。
」

う
な
つ

し
と
ね

ぬ
(

/
平

中
は

唯
頷

い
た
。

侍

従

は

二
人

の
褥

の
上

に
、
匂

の
好

い
暖

み
を

残

し

た
鰹
、

そ

つ
と
其

処

を

立

つ
て
行

つ
た
。

/

「
春

雨

、

侍

従
、

弥

陀

知

来
、

爾

宿

り
、

雨

だ

れ
、

侍

従

、
侍

従
、

…
…
」

/

平
中

は
ち

や

ん
と
眼

を

開

い
た
な

り
、
彼

自
身

に
も
判

然

し
な

い
、

い
ろ

い
ろ
な
事

を
考

へ
て
ゐ
る
。
す

る
と
向

う

の
く
ら

闇
に
、

か
け
が
ね

か
ち

り

と
懸

金
を

下
す

音

が
し

た
。

/

「
雨
龍

、
香

炉
、

雨
夜

の

し
な

さ
だ

め
、

ぬ

ば
玉

の
閣

の
う

つ

つ
は
さ

だ

か
な

る
夢

に

い
く

ら
も
ま

さ
ら
ざ
り

け
り
、
夢

に
だ

に
、
-

ど
う

し
た

の
だ
ら
う

?

懸

け
金

は
も

う

下
り

た
と

思

つ
た

が
、1
ー

」
〔中
略
〕
「
平

中
、
平
申

、

お
前

は
も
う

天

が

下

の
色

妊

み

で
も

何

で
も

な

い
。
1

」

/
平

中

は
障
子

に
寄
り
か

か

つ
た
儘

、
失
心

し
た

や
う

に
眩

い
た
。

ま

ず

侍
従

と

の
対

函
を

前

に
、

平

中
は

「
春

雨

…
」

な

ど

の
歌

語

的
、

類
書

的

知
識

を
た

ぐ
り

寄

せ
、

対
諏

の
緊
張

を

和
ら

げ

よ
う
と

し

て

い

る
。

例

え
ば

「
春

雨
、

五
月

雨
、

夕
立

、
秋

雨
、

…

…
秋

雨
と

云

ふ
轡

葉

が
あ

る
か

し

ら

?
」

の
部

分

で
は

、

魍古

事

類

苑
滅

天
部

三

(神

宮

司
庁

明
四

一
・
六
)
を

開
け

ば
見

出

し

に
は

「
小
雨

」
「
大
雨

」
な

ど

の
あ

と

「
春

爾

」

「
卯

の
花

く

た

し
」

「
五

月

雨
」

「
夕

立

繍

が

こ

の
瀬

で
続

く
。

本
文

に

は

「
八
雲
御

抄
」

か

ら

「
春
さ

め

小

蘭

む

ら

さ

め

な
が

め

し

は
く
り

ゆ

ふ
だ

ち

こ
し
爾

○
中

略

よ

こ
さ

め

源

氏

臼
、

野

分
時

也

、

さ

み
だ

れ

〔中
略
〕
光

忠

が
あ

き

さ

め
な

ど

い

へ
る

た
ぐ

ひ

は
、

お

か

し
き

事

な
り

」
と

引

か

れ

て

い
る

へ「八
雲
御
抄
」

に
こ
の
秋
爾
の
詣
摘
が
あ
る
こ
と
は
筑
瞳
書
房
版

噌芥
川
龍
之
介
金
集
第
一
、巻
隔
(
昭

四
六
・四
〉
斯
州収

「
好
色
」
の
u疵
釈
に
↓の
る
)o

そ
し

て
侍

従
と

の
闇

の
中

の
対
弼
を

呆

た

し
た

が
、

平
中

は

「
夢

で

も
幻

で
も

な

い
」

現
実

の
侍

従
を

前

に
、

門
草
紙

」

「
絵
巻

」

の

こ
と

を

考
え

、
声

す

ら
出

せ
な

い
。
侍

従

に
逃

げ
ら

れ

た
原

困
は

、
平

中
自

身

が
、

〈
本

〉

の
世

界

か

ら
繊

て
現
実

の
侍
従

と

向

き
合

お

う
と

し
な

か

っ
た

こ
と

に
あ

る
。

こ
の

「
草

紙

」

や

「
画

巻
し

に

つ
い
て
、

千
石

隆
志

「
龍

之
介

覚
え

『好
色
撫

に

つ
い
て

の
考

察
」

(「ω
。築
8
器
」
昭
六
三
入

)
は

「
平

中

は
無

意
識

裡

に
伝
統

の
型
を

踏
ま

え
、

好
色

の
ふ

る
ま

い
に
及

ん

で

い
た
。
」

「
己

の
行

為

が
孤
立

し

た
も

の
で
は
な

く
、

伝
統

の
内

に
、

い

ま

正
に

生
き

生
き

と

現
前

し

て

い
る
。

そ

の
意

識
が

平
申

の
悦

び

を
増

幅

」

さ

せ

て

い

る
と

す

る
。

栃

山

美

知

子

「
「
眼

鏡

扁

と

「
好

色

し

ポ

ウ
と

芥

川

の

恋

の
悲

喜

劇

1

」

(「大
釜
女
子
大
学
紀
要
」
平

一
七
∴
.)

は
、

「
現

実

は
闇

に
妨

げ
ら

れ

」
、

「
フ
ィ

ク

シ

ョ
ン

の
世

界

が
立

ち

上

が

っ
て
く

る
。
」

と

し
、

本
作

も
ボ

ー

の

「
膜
鏡
」

の
主

人

公
も

、

「
恋

を

恋
す

る
の

み
で
相

手
を

見

な
か

っ
た

」

の
だ
と

指
摘

し

て

い
る
。

し
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か
し

こ

の
場
爾

で

の
平
中

に
伝
統

の
内

に
あ

る
自
分

を
悦

ん
で

い
る
よ

う

な
余

裕
は

見
え

な

い
し
、
平
中

と
現
実

の
侍

従
を

紡
げ

た

の
は

「
闇
」

で
も
な

い
。

平
中

の
頭

の
中

に
あ

っ
て
離

れ
な

い

「
草

紙
」
や

「
絵
巻

一
、

つ
ま
り

群
心

の
現

実

の
侍
従

を
前

に
本

の
世
界

へ
逃

げ
込

ん
だ

、
実

入

生

に
本

に
ま

さ
る
価

値
を

見
餓

せ
な

か

っ
た
平

中
自
身

で
あ

る
。

そ
し

て
第

四
節

「
好
色

問

答
漏

で

は
、
現

実

の
女

で
な

く

「
巫
山

の

神
女

偏
を

追

い
求
め

る
平

中
が
範

実

に
よ

り

〈
天
才
〉
と

し

て
語
ら

れ
、

終
章

の

「
ま
り

も
美

し
と

な
げ

く

男
」

で
は

、
待

従

の
徹
底

し

て
生
身

の
輿

分
を

見

せ
な

い
策
略

に
よ
り

、

つ
い
に
平
中

は

現
実

の
侍
従

へ
至

る

通
路
を
失

い
、
仏

簡
し

に
鋼

れ

る
。

金

て
は

「
爾
夜

」

の
夜

、
侍
従

を
前

に

本

の
世

界

へ
逃

げ

込

ん
だ

平

中
自

身

か

ら
出

た

こ
と

で
あ

り

、

そ

の
予
書

は

「
爾
姿
」

で
示

さ
れ

て
い
た

こ
と

で
も
あ

る
。

「
嬉

色

」

の
平

中

が
芥

川

の
自

函

像

と

い
う

だ

け

で
は

な
く

典

型
的

な
近

代
知

識
入

で
あ

る
、

と

い
う
読

み

は
あ

る

い
は
自

明
と

す

る
向
き

も

あ

ろ
う

し
、
従
来

の

「
好

色

」
論

に
お

い
て
も

な

さ
れ

て

い
た
。

職芥

川
龍
之

介
大

事
典
繰
惹

村
有
弘
爾

勉
識
出
版

平
一
懸
・七
)
「
好

色
」
の
項

(由

根
由
美
恵
執
筆
〉
で
は
本

作
第

二
節

の
=

体

こ
ん

な
事

は
考
え

て

ゐ
る
と
、

だ

ん
だ

ん
わ

か

ら
な

く

な

る
」

の
部
分

を

引

き
、

「
知

識
入

の
病

に
蟹

さ
れ

て

い
る
人

間
」

と
す

る
。

し

か
し
第

四
簾

「
好

色

問
答
」

に
お
け

る

く平

中

天
才
論

V

の
存
在

感

が
大

き
く

、
芥

川

の
芸
術

至
上

主
義

と

そ

の
挫

折
と

い
う

文
、脈
が
甫

画

に
押

し
出

さ
れ

て
き

た
た

め

に
、

留
頭

の

門
顯
姿

」

に
仕

継
ま

れ
た

知
識

入
平

中

の
姿

は
見

落
と

さ

れ

て
き
た

し
、

本
作

を
近

代
知

識

人
平

中

の
悲
劇

と

い
う

文
脈

を
軸

に
読

む

こ
と

も
充

分

に
は

な
さ

れ

て
こ
な

か

っ
た
。

こ
の
文
脈

で
と
ら
え

れ

ば
、

本

作

か
ら

「
大

導

毒
偏

「
或

阿

呆

の

　
生

扁

へ

つ
な

が

る
芥

州

の
自

衝

像

の
道

筋
が

児
え

る
。

次

節

で
は
、

作
晶

を

し
ば

し
離

れ
、
当

蒔

の
知

識
人

と
読

書
を

め
ぐ

る
緒

雷
説
を

概
観

し

て
、
本

稿

の
主
旨

を
補
う

手

段
と

し
た

い
。

三
、
本
と
実
人
生
を
め
ぐ

っ
て

本

の
琶
界

に

閉
じ

こ
も

り
婁

人
生

や
生

身

の
入

闘
と

向
き

合
え

な

い

知

識

入
が

描
か

れ
た

例

は
、
吉

今
東

西
、

摺
握

し

き
れ

な

い
ほ
ど

あ

る

だ

ろ
う

。

覇
本

近
代

文
学

史
上

代
表

的
な

例
と

言
え

ば

夏
黛

漱

石
が
描

い
た

「
行

入
」

の

　
郎

や

「
道

墓
」

の
健

三

が
あ
げ

ら

れ

る
。
「
行
人

」

(「東
{泉
朝
日
麟
…聞
漏
「大
阪
酬
馴日
新
濁
」
大
一
・
…
ニ
ヱ
ハ
～
大
二
・
一
…
・
一
五
、
引
用
は
東
{思

版
、
ル
ビ
肇

の

「
兄

」
第

二
十

～

二
十

一
簾

に

お

け

る

一
郎

と

弟

の
二

郎

の
会

話
。
ひ
と

「御
甫
他
の
心
が
解
る
か
い
」
ハ中
肇

「御
前
は
幸
福
な
男
だ
。
恐

ら
く
そ
ん
な
事
を
ま
だ
研
究
す
る
必
要
が
出
て
来
な
か
つ
た
ん
だ
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ら
う

」

ハ中
略
〕
「
書

物

の
研
究

と
か

心
理

学

の
説
明

と
か

、
そ

ん
な

廻
り

遠

い
研
究

を
指

す

の
ち

や
な

い
。
現
在
自

分

の
眼
前

に
居

て
、

最

も
親

し

か

る

べ
き

筈

の
人

、
其

人

の
心
を

研

究

し
な

け

れ

ば
、

居

て
も
立

つ
て
も

居
ら

れ
な

い
と

い
ふ
や
う

な

必
要

に
出

逢

つ
た

事

が
あ

る
か
と

聞

い
て

る
ん
だ

扁

〔中
毯

「
兄

さ
ん

は
絵

ま
り
考

へ

過
ぎ

る
ん
ち

や
あ

り
ま

せ

ん
か
、

学

問
を

し
た

結
果
。

も
う

少

し

馬
鹿

に
な

つ
た
ら

好

い

で
せ

う
」

/

「
向

ふ

で
わ
ざ

と
考

へ
さ
せ

る

や
う

に
仕
向

け

て
来

る

ん
だ
。

己

の
考

へ
慣

れ
た

頭
を

逆

に
利

用

し

て
。

何
う

し

て
も

馬
鹿

に
さ

せ

て
呉

れ
な

い
ん

だ

㎏

〔中
略
〕

「
あ

・
己
は

何

う

し

て
も

儒

じ
ら

れ

な

い
。

何
う

し

て
も

信

じ

ら

れ
な

い
。

た

"
考

へ
て
、
考

て
、
考

へ
る
丈
だ

。

二
郎

、
何
う

か
己
を

信

じ
ら

れ

る
様

に
し

て
呉

れ
」

ま

た

「
道

草

」

(藁

京
朝
日
覇
鰻

「
大
販
朝
B
新
饗

大
四
・六
・
三
～
九
よ

饅
、

引
用
は
東
東
版
、
ル
ビ
酪
)
の
策

三
節

。

健
三

は
実

際
其

日

々

々
の
仕
事

に

追

は
れ

て
ゐ

た
。
家

へ
帰

つ
て

か
ら

も
気

楽

に
使

へ
る
蒔

問

は
少

し
も

な
か

つ
た

。
其

上
彼

は
自

分

の
読

み

た

い
も

の
を

読

ん

だ
り

、
書

き

た

い
事

を

書

い
た
り

、

考

へ
た

い
問
題

を
考

へ
た
り

し
た

か

つ
た
。

そ
れ

で
彼

の
心

は
殆

ど
余
裕

と

い
ふ
も

の
を
知

ら
な

か

つ
た
。

彼

は
始
終

机

の
前

に

こ

び
り

着

い
て
ゐ
た

。

〔中
肇

自

然

の
勢

ひ
彼

は
社

交

を
避

け

な
け

れ
ば

な

ら
な

か

つ
た
。
人
問

を
も
避

け

な
け

れ
ば
な

ら

な
か

つ
た
。

彼

の
頭

と
活

字
と

の
交

渉

が
複

雑
に

な
れ

ば
な

る
程

、

人
と

し

て

の
彼

は

駐
独

に
繍

ら
な

け

れ
ば

な
ら

な
か

つ
た
。
彼

は
瀧

気

に
そ

の
淋

し

さ
を
感

ず

る
場

合

さ

へ
あ

つ
た
。

け
れ

ど
も

一
方

で
は
ま

た
心

の
底

に

異
様

の
熱
塊

が

あ

る
と

い
ふ

自
信

を

持

つ
て

い
た
。

だ
か

ら
索

翼

た
る

陵
野

の
方

角

へ
向

け

て
生
活

の
路

を
歩

い
て
行

き
な

が

ら
、

そ
れ

が
却

て
本

来
だ

と

ば
か

り
心
得

て
ゐ
た

。
温
洲

い
人

聞

の
漁

を

枯

ら

し

に

行

く

の
だ

と

は
決

し

て
思

は

な

か

つ

た
。

そ
し

て
岡

作
第

二
十
九
鐘

、

健

三
と
青
年

と

の
会

話

に
も

以
下

の
よ
う

に
あ

る
。

「
牢

獄
と

は
何

で
す

」

/

「
学

校

さ
、

そ

れ

か

ら
閣

書
館

さ
。

考

へ
る

と
爾
方

と
も

ま

あ
牢

獄

の

や
う

な

も

の
だ
ね

扁
/

青

年
は

答

へ
な

か

つ
た
。

/

門
然
し

僕

が
着

し
長

い
間

の
牢

獄
生

活

を

つ
穿

け
な

け
れ

ば
、
今

鳥

の
僕

は
決

し

て
世

の
中

に
存

在

し

て
ゐ
な

い

ん
だ

か
ら
仕

方
が

な

い
偏

一
郊

も
健

三
も

学
者

で
あ

り
、
健

三

は
学
問

、
本

の
世
界

を

「
牢
獄

」

に
例
え

て

い
る
。

学
問

や
本

へ
の
没

入
が

生
身

の
人

間
姓

や
入
と

の
関

わ
り

、
実

人
生

を

蓉

っ
て

し
ま
う

と

い
う

問
題

は
、

明
治

大

正
期

の
読

書
を

め
ぐ

る
評
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論
類

に
お

い
て
も

論
じ

ら
れ

て

い
た
。

以
下
、
諸

欝
説

を
見

て
み

た

い
。

大

正
末
年

に
書

か
れ

た

野
島

辰
次

「
読
書

派

と
非

読
書

派
l
i

文

学

者
と
読

書

に
就

い
て
;

1
」

(「螂
外
」
大
…
五
山

○
)
は
、
著

名
作

家
を

読

書
派
と

非
読

書
派

(実

験
派

、
体

験
派

と

も
V

に
分

け
、

前
者

に

は
正

宗
白

鳥

、
武

者
小

路
実

篤
、

菊
池

寛
、

芥

川
、

山
本

有

三
を
分

類
。

後

者

に
は

徳

田
秋
声

、
里

見
弾

、
中

村
武

羅
夫

、
久

米

正
雄

、
久

保

困
萬

太
郎

を

分
類

し

て

い
る

。
同

じ
読
書

派

に
お

い
て
も
白

鳥

と
芥

損
と

で

は
芥

川

の
ほ
う

が

作
品

に
及

ぼ
す

読
書

の
影

響

や
効

果
が

「
ず

つ
と

濃

原
」

で
あ
り
、

そ

の
こ
と
が

「
芥

川
氏

の
作

晶

が
、
と

も

す
れ

ば
わ

れ

く

の
頭

脳

へ
は
響
く

が
、
心

臓

へ
は
ぴ

つ
た
り

訴

へ
て
来

な

い
こ
と
」

の
原

因
だ

と
す

る
。

そ

し

て

門
読
書

派

の
文

学
者

が
、

も

つ
と

実
験

な

り
体
験

な
り

を
尊

重
す

る

や
う

に
な
り

、

一
方
非

読
書

派

の
文
学

者

が
、

も

つ
と
読

書
を

心
が

け

る

や
う

に
す

る
、
さ
う

し

た
暁

に

こ
そ
、

ほ

ん

と

の
意
味

で

の
傑

れ

た
文
学

が
生

れ

る

の
で
は
な

い
だ

ら
う

か
」
と

し
、

「
読
書

派
を

街

頭

へ
送
り
出

せ

、
葬

読
書

派
を

書
斎

へ
追
ひ

込
め

"
、

そ

れ
が

「
文
学

の
更

正
」

に

つ
な
が

る
と

結
論

づ
け

る
。

こ

の
よ
う

な

読
書

か
体

験

か

、
と

い
う

誉
説

は

当
特

多

く

な

さ
れ

、

近
松
秋

江

は

「
読

書

と
現

実
」

(「不
同
翻
」
昭
二
二

〇
)
に
お

い
て
、

読
書

型

の
作

家

に

つ
い
て

「
先

日
死

ん
だ

芥

用
龍
之

介
氏

が
読

書

家

で
あ

つ

た

こ
と

も
周

知

の
事

実
だ

が
、
芥

川

鱈

の
小
説

を
読

む
と

、
沈

痛

な
入

間

生
活

に

つ
い
て
は

、
多

く
教

へ
ら
れ
、

又
賠

示

さ
れ

る
と

こ

ろ

の
も

の
は
な

か

つ
た

や
う

で
あ

る
。

高
雅

な
趣

味

の
入
と

し

て

の
文

入

芥

川

君
を

失

つ
た

こ
と

は
、

甚
だ

し
く

寂
爽

を
感

ぜ

し

め

る
が
、
小

説

作
家

と

し

て

の
芥

期

霧
を
失

つ
た

こ
と

は
、
今

後

の
小
説

界

に
た

い
し

た
影

響

は
な

い
だ

ら
う
。
」

「
吾

々
、

現
実

の
人

聞
生

活
を

書

か
う
と

す

る
者

に

と

つ
て
は

、
そ

れ
が

、

よ
し

や
、

い
つ
ま

で
待

つ
て
も

傑
作

は
成

し

得
な

い
に
し

て
も

、
常

に
現

実
を

観
察

す

る

こ
と

に
於

い
て
、

小

説
道

に
精

進
す

る

の
ほ
か
は

な

い
の
だ

。
勿

論
、

古
今

の
作
を

読

ん

で
啓

発

せ
ら

れ

る
と

こ

ろ
は
、
少

な

く
は

な

か
ら
う

が

、
そ

れ
は

、

ほ
ん

と

の

ぷ
　
チ
ア

啓

発
、

暗

示

の

～
端

に

遇
ぎ

な

い
。

吾

々
は
修

養

の
大

部

分

を

自

然

i

現

実

の
観

察

に

遣
く

の
ほ

か
は

な

い
。
」

と
、

私

小

説

作
家

ら

し

い
兇
解

を

述

べ
て

い
る
。

そ
れ
と

岡
蒔

期
、
先

の
野
島

辰
次

の
論

で

「
読

書

派

」

に
分

類

さ

れ

た
菊

池
寛

は

、
「
創
作

を

な
す

に
あ

た

っ
て

二

つ

の
方
法

が
あ

る
。

云

ふ
ま

で
も
な

く
そ

れ
は

体
験

と

読
書

で
あ

る
。

し

か
し
体

験

と

い
ふ
も

の
は
、

人
為

的

に
は
さ
う

多

く
積

む

こ
と

は
禺

来

な

い
。
」
「
創
作

修
行

の
う

ち
幾

ら

で
も
勉

強

の
出

来

る

の
は
学

問
読
書

で
あ

る
。
」

「
葡

く
も
翻

作

に
志

す
程

の
人
は

、
嵐

来

る
だ

け
多
く

古
今

東

酒

の
作

晶
を

読

ん
で
貰

ひ

た

い
。
」

「色

々

の
作
家

の
観
方

、
考

へ
方

の
う
ち
最
も
自
分
に
共
鳴
す
る
物
を
借
り
て
来

て
,
自
分
の
周
囲
の
入

生
に
蝿
て
嵌
め
て
見
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
入
生
を
作
家
的
に
観
る
初
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め

で
あ

る
と

云

つ
て
よ

い
。
」

(「体
験
と
読
書
」
/

「
創
作
時
代
」
昭
二
・九
)
と

述

べ

て

い
る
。

読
書
を

修

養

の
第

一
と
す

る

…
方

で
、
そ

れ

に
偏

ら
ぬ
体

験

を
積

む

こ
と
が
重

要

だ
と
す

る
論

は
明
治

期
か

ら
さ

ま
ざ

ま

な
読
書

論

に
お

い

て
重

ね

ら
れ

て
き

た
。
単

行

本

で
刊
行

さ
れ

た
読

書
論

を
、

ゆ
ま

に
書

虜
刊

『近

代

「
読
書

論
」
名

著
選

集
撫

(全
+
四
巻
、
平
六
凶

～
六
)
か
ら

概

観

す

る

と
、

同

選

集

第

～
巻

所

収

、

澤

樽

政

太

郎

『
読

書

法

幽

(曝

二
畢

涯

哲
学
轡
院
)
で
は
諸
外

国

の
著
名

人

の
霧
を

引
き

、
書

物
を

門
善

良

の
朋

友
」

に

例
え

、

門
書

を
読

む

に
当

り

て
は
常

に
賢
者

と

談

論
す

る
を
得

へ
し
と

錐
も

読
書

の
外

に
鵡

つ
れ
ば
遂

に
愚

人
と

の
交
際

を
免

れ
す
」

と
、

現

実

の
入
間

と

の
交

際

に
倦

み
、

本

の
世
界

で
賢
人

と
付

き

合
う

こ
と

を
喜

び

と
す

る
。

し
か

し
た

だ
片

端
か

ら
読

み
続

け

る
だ

け

で
は
何

も

身

に

つ
か

ぬ
と

、

〈
読
書

法

〉

の
必

要

性

を
説

く
。

同

選

集
第

五
巻

所
収

、
内

村
鑑

三
編

揮

人
と

読
書
鋤

(明
三
三
・九

磯
縣
園
書
館
)

で
も

、

同
様

の
外

国

の
偉
人

の
言

を
引

き

、
ジ

ョ
ン

・
ム
ー

ア

の

門
読

書
を

嗜

む

の
最
大

利
益

は
屡

々
吾

人
を

悪
友

の
仲
間

よ
り
遠

ざ
く

る
に

あ
り

,

何

と
な

れ

ば
家

に
在

り

て
常

に
必

ず
善

き

友

を
得

能

ふ

人

は
,

外

に
嵐

て
悪

き

入

と

共

に
歩

み

且

つ
比

ま

る

の
要

な

け
れ

ば

な

り
.
」

と

い
う

書

葉
も

あ

る
。

こ
れ
ら

の
よ
う

に
、

本
を

良
友

、

良
師

と

し

、

現
実

世
界

の
愚

人

や
友
人

に
す

ら
勝

る
、

と
す

る
例
え

は
問

選
集

第
六

巻
所

収

搦

上

胤
平

編

四
読

書
作

文

法
㎞

萌

三
三
・九

内
外
出
版
協
会
)、

嗣

第
九

巻
所

収

リ

チ

ャ
ー
ド

ソ
ン
著

噸
最
薪

読

書
法
㎞

萌

三
九
九

実
業
之

田
本
社
〉
な
ど

、
明

治

三
十
年

代

に
書

か
れ

た
り
紹

介

さ
れ

た
読
書

論

に

多

く

兇
ら

れ

る
。

～
方

で
読
書

論

に

は
読
書

の
弊

害

に
言

及
す

る
も

の

も
数
多

く
、
嗣

選
集

第
十

三
巻
所

収
高

橋

天
郎

訳

鴨襟

界
文

豪
読

書
観
㎞

(明
閣
軍

曙

内
外
出
版
協
会
)
で
は

、

シ

ョ
ー

ペ
ン

ハ
ウ

エ
ル
の

「
読

書

に

つ
い
て
」

の
要
約

を

し

て
お
り

、
読

書

に
費

や
す

時
聞

が
多

く
な

る

ほ

ど

人

は
臨

分

の
頭

で
考

え

な
く

な

り
、

「
自

ら

思
想

す

る
力

を

段

々
と

喪

ひ

ゆ
く
」
「
恰

も
常

に
馬

に

の
み
乗

る
人

が
遂

に
歩

む

こ
と

を
忘

る

・

が
如

し
」
と

の
説

を
紹

介

し

て

い
る
。

シ

ョ
ー

ペ
ン

ハ
ウ

エ
ル

の
こ

の

著

名

な

論

は
例

え

ば

柏
木

衛

門

「
読

書
乎

不
読

書

乎

」

(讐
学
盤

大
烈

・

一
三

や
生

田
春

月

「
秋
燈

読

書
感

」

(「文
章
倶
楽
都
」
大

一
軍

一
　
)
な

ど

に
も

引
用

さ

れ
、

影
響

力
が

あ

っ
た

よ
う
だ

。
ま

た

同
選
集

第

十

四
巻

所
収

癩
藤

咄

堂

『
読
書

法
漏

(大
罫

九
再
版

東
亜
堂
轡
房
〉
は
読

書

の
利

を

説
き

な
が

ら
も

「
こ
れ

に
耽

溺
す

る

の
弊

は
自
修

を
妨

げ
人

格

を
損

す

る

こ
と
も
少

な
く

な

い
」

と
警
告

す

る
。

雑
誌

類

に
掲

載

さ
れ
た

さ
ま

ざ
ま

な
読

書

論

に
お

い
て
も

、

こ
と
文

学

に

関
し

て
は

「
文

学
者

た
ら

ん
と

す

る
若

き
入

々
よ

、
諸

鷺

は
読
書

を

し
な

け

れ
ば

い
け

な

い
、
博

く
読

書
す

る
心

掛

け
が

な
け

れ
ば

い
け

な

い
。

薪
し

い
蒔
代

の
、
穎

し

い
文
学

者

に
な
ら
う

と

す

る
人

々
に
は
、
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殊

に
読
書

が
必

要
で
あ

る
。
」
(馬
場
孤
蝶

「簸
も
理
想
離
に
講
書
す
る
に
は
」
/
「申

央
文
学
」
大
六
玄

)
と

い
う

よ
う

に
、
読
書

を
第

　
と

す

る
も

の
も

あ

る
が

、

読
書

に
耽

溺
す

る

こ
と

の
弊

害

や
、

実
人

生

で

の
体

験
を

疎

か

に
す

る

な
と

説
く
論
も

多

い
。

以
下

に

い
く

つ
か
例
示

す

る
。

「
書
物

の
上

で
調

べ
る

よ
り

か
、

実

地

に
就

て
見
た

方

が
入

情

風
俗

を

明

に
す

る

こ
と

が
出
来

る
、
」
「
生

き

た
知

識
は

実
地

に
紬

か

な
け

は

得

ら

れ
ぬ
。

真

に
人

間
と

云

ふ
も

の
を
知

ら
な

け

れ

ー
、
小

説
を

読

ん

碧

。
若
し
暑
入
が
実
生
活
に
於
け
る
人
問
を
知
ら
な
か
つ
た
ら
、

小

説

に
描

か
れ

て
あ

る
入

生

の
真
偽

姻
何

を
判

断

し
得

な

い
で
は

な

い

か
。
漏

(簸
川
生

門
ブ
ラ
ン
デ
ス
の
読
轡
論
」
/

「学
燈
」
明
四
翠

五
寧
デ
ン
マ
ー
ク
の
挽

評
家
ブ
ラ
ン
デ
ス
の
説
を
紹
介
)

「
酒

に

ま

る

如
く

書

に
読

ま

れ

て
禍

を
受

け

る
恐

が

あ

る
。

特

に
女

の
読

書
家

に
此

の
弊
が

多

い
や
う

に
愚

ふ
。
鳳

「
悉
く

書
を

揺
ず

れ

ば
書

無
き

に
如

か
ず

、
読
書

却

て
有
害

と
な

る

の
で
あ

る
。
」

(宮
組
鰹

謡

欝
の
態
度
と
将
来
の
婦
人
」
/

「女
の
世
界
偏
大
五
山

○
}

こ

の
宮

田

の
よ
う

な

論

は
大

正

の
終

り

に
か
け

て
さ

ら

に
高

ま
り

、

「
変

態

心
理

」

大

正
十

三

年
十

月

の
晴

論

「
書
を

読

ま
ざ

る
癬

本
人

」

(無

署

名
)

も

同

じ
表

現

を
使

っ
て

「
今

臼

の

臼
本

入

は
、
書

を

読

ん

で

ゐ

る

の
で

は
な

く
、

書

に
読

ま

れ

て

ゐ
る

の
に
外

な

ら
な

い
偏
「
悉

く
書

を
括

ぜ

ば
、

悉
く
書

無
き

に

如

か
ず
を
古

塁
賢

は
云

つ
た
」

と

述

べ
て

い
る
。

さ
ら

に
例

示
を
続

け

る
。

「
m読
書
ば
か
り
し
て
い
る
と
自
ら
考
え
な
く
な
る
と
い
う
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
説
を
引

稽
し
た
後
で
〕
世

に

は
読

書

万
能

播

者
が

あ

つ
て
、
読

書

の
効
益

を

過
大

に
妄

儒

し
、

就
中

学
者

は

読
書

家

で
あ
ら

ね

ば
な

ら
ず
、

読

書
家

は
必

ず

学
者

で
あ

る
や
う

に
思

ふ
も

の
が

あ

る
。

シ

ヨ
ー

ペ

ン

ハ
ワ
ー

の
知

上

の
説

は
悠

う

い
ふ
読

書

万
能

の
盲

信
者

を
戒

む

る

に
足

る
が
、

其
実

書

籍

崇
拝

の
聴
代

は

最

早
過

去

つ
て
を

る
。
篇

(先
掲

柏
木
衛
門

「読
書
乎
不

読
轡
乎
」
/

「学
燈
」
大
飯
・
=
　)

「
文
芸

美

衛
等

が
入

生

の
為

め

に
存

在

す

る
も

の
で
あ

つ
て
、

人

生

が

文
芸

美

術
等

の
為

め

に
存
在

す

る

の
で
な

い
け

れ
ど

も
、

こ

・
で
は
か

り
に
実
生
活
の
上
の
さ
ま
ぐ

な
経
験
を
、
文
学
上
製
作
に
対
す
る
必

要

の
雨

提

で
あ

る
と

い
た

し
ま
す

。

こ

の
場
合
、

文

学
者

と

し

て
立

た

う
と

志

す
者

は
、

い
ろ
く

の
世
聞

を
見

て
来

な

け

ば
な

ら

ぬ
。

常

マ
マ

識
と

習

俗

の
道
徳

と
か

ら
罪

難

さ
れ

る
や
う

な
生

活

へ
も

む
ぐ

り
込

ん

で
兇
な

け

れ

ば
な

ら

ぬ
。
と

云

ふ

や
う

な

考

が
繊

て
参

り

ま

す
。
」

(生

田
長
江

「
文
学
に
志
す
青
年
に
ま
で
」
/

「文
章
擬
楽
部
」
大
六
・
…
)

※

「書
物
の
中
に
十
年
は
過
ぎ
た
り
ー

し
か
も
最
も
悪
し
き
書
物

の
中

に
i
・

そ

は
弱

き

心
を

よ
り

弱

く

し

ぬ
、

我

が
最

も

よ
き

青

春

は

か
く

て

過
ぎ

た

り
、

あ

・
我
は
書
物
に
読
ま
れ
ぬ
ー

さ
れ

生
活
は
書
物
の
与
ふ
る
も

一12一



の
を

だ

に
我

に
与

へ
し

か

?

汝

悪

し
き
書

物

よ
、

尚
も

我
を

呑

め
か

し

…
」

(生
組
春
月

「読
轡
子
の
告
良

/

「新
潮
」
大
七
二

)

「
読

書

は
吾

々

の
田
心
索

と
体

臨

と
を

補

ふ

こ

と
は

患
来

る
が

之

に
代

る

こ
と

は
出

来
な

い
ー

ー

読
書

の
意
義

を
考

へ
る
と

き
、

吾

々
は
第

{
に

こ

の
事
を

記
憶

し

て
遣

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
」

「
吾

々
に
と

つ
て
最

上

の
意
義

を
持

つ
て
ゐ

る

の
は
、
生

酒

で
あ

つ
て
決
し

て
読

書

で
は

な

い
。
扁

「
充
分

に

理
解

せ
ら

れ

ぬ
記
憶

の
集

穣
と

、

腹

の
底
か

ら
納

得

の

行

か

ぬ
盲

臼
的

な
信
佛

と

は
、

吾

々

の
生

の
流

動

を
妨

げ

る
石

こ
ろ

の

や
う

な
も

の
で
あ

る
。
〔中
肇

此
処

に
、
哲
学

や
文
芸

の
方

面

に
於

い
て
、

読
書

を
第

　
と
考

へ
る

こ
と

の
特
別

な
危

険
が

あ

る
。
/

吾

々
の
生
活

の
発
展

の
鍛

初

の
基
盤

と
な

り
、

吾

々
の
思
索

の
第

～
の
出

`
.
点
と

な

る
も

の
は
枢

で
あ

る
か

。
そ

は
吾

々
自
身

の
体

験

で
あ

る
。

我

々
自

ー

(阿都次郎
讐読

轡
の
意
義
と
そ
の
利
弊
」
/

「婦
入
公
論
」
大

㎝
○
・五
)

「
読

書

か
ら

得

た
知

識

は

固
形

的

で
流

動
性

を

具

へ
て
履

な

い
他

人

と

接

触

し
交

渉

し
摩

擦

し

て
流
動

性

に
変

じ

て
始
め

て
社

交
等

か

ら
得

た

知

識

の
や
う

に
社

会

の
融

通
物

と
な

る

の

で
あ

る
其
れ

ゆ

へ
専

ら
読
書

に
頼
て
知
識
を
得
た
入
は
丁
度
永
ら
く
大
洋
に
航
行
し
て
薪
鮮
な
食
物

を
携
ら
な
い
結
果

一
種
の
壊
盈
病
に
罹
つ
た
船
乗
入
に
等
し
く
病
的
の

ー

」

(由
脇
玄

門名
士
と
読
書
」
ア
ン
ケ
…
ト
へ
の
回
答
/

「日
本

こ

大

一
〇
・七
)

「
丸

善

な
ど

で
洋
轡

の
前

に
立

つ
て
持

意

を

払

つ
て
ゐ

る
連

中

を
見

る

と
、

彼
等

は
所

謂

琶
界

的
威
名

で
を
ど

し
付

け

ら
れ

て

ゐ
る
弱

虫

の

や

う

な

感

じ
が

し

て
な
ら

な

い
。
漏

「
諸
君

は
青

年
時

代

の
芥

も
澤

も
悉

飲

み
ほ

さ
ね

ば
駄

際
だ

と

い
ふ
こ
と
を

知

ら
ね

ば
な

ら

ぬ
。

何

で
も
青

年

は
青
年

時

代
を
徹

底

的

に
生
き

る
こ
と

だ
。

諸
鱈

は
書

斎

に
む

ぐ
り

込

ー
て

い
け

な

い
…

…
須

く
鳥

歌

ひ
花
笑

ふ
野
原

へ
出

る

こ
と
だ

。
諸

君

は

叛

逆
す

る
も

よ

か
ら
う

、

興
欝

し

て
笑

ふ

の
も

よ

か
ら
う

、

又
泣

く

の

も

よ

か

ら
う

、
侮

処

ま

で
も

諸

慰
は

人

生

の

"
楽
を

極

め

る

こ
と

だ
。

若

し
諸

鱈
が

笑

ふ
晴

に
笑

は
ず
泣

く

と
き

に
泣

か
な

い
な
ら

ば
、
後

年

諸

君
が
笑

つ
て
み

た

い
泣

い
て
み
た

い
と

思

ふ
晴
が

来

て
も
、

諸

君
は

笑

ふ

こ
と

が
出

来

な

い
で
あ

ら
う

泣
く

こ
と
が
繊

来

な

い
で
あ

ら
う

。
」

(野
口
米
次
麟

「書
斎
を
出
で
よ
」
/

「毅
潮
」
大
一
五
・三
)

こ

の
野

口
米

次

郎

の
論

を

、
「
或

阿
呆

の

一
生

漏

第

}
節

、
丸

善

の

二

階

に

い
る

「
彼

」

は
聞
違

い
な

く

一
笑

に
付

す
だ

ろ
う

。

し
か

し
陶

作

終

節

「
敗
北

」

の

「
彼

漏

に
は
笑

う
力

も
な

い
の
で
は

な

い
か
。

以
上

の
よ
う

に
、

読
書

に
よ

る
人

格
陶

冶
を

は

じ
め

と
す

る
教

養
主

義

の
中

に
あ

っ
た
大

蕉
期

知
識

人

の
聞

で
も
、

実
生

活

と

の
対
蒔

や
経

験

を
欠

く
読

書
偏

重

に
は
弊

害
を

説

く
声

が
多

か

っ
た
。

一
方

で
生

田

13_



春

月

の
詩

(
※
印

)

の
よ
う

に
、

書
物

に
呑

ま

れ
る

こ
と

が

「
弱
き

心

を

よ
り
弱

く
」

す

る
と

わ
か

っ
て

い
な

が
ら

、
書

物

よ
り
魅

力
的

な

実

人
生

が
ど

こ
に
あ

る

の
か
、

と
嘆

い
た

の
が

「
大
導

寺

」

の
信
輔

で
あ

り
、

「
或

阿
呆

の

～
生
」

第

…
節

の

二
十
歳

の
青
年

で
あ

っ
た
。

ち

な

み

に
生
睨
春

月

は
芥

用
と

同
じ

明
治

二
十

五
年

三
月
生

ま
れ

。
生

立

ち

や
学

歴
は
芥

用
と

金

く
違

い
少

年
時

か

ら
苦
労

を

重
ね

た
が

、

や
は
り

苦

し

い
現
実

か

ら
逃

げ

る
よ
う

に
本

の
批

界

に
耽

溺
し

、

こ

の
よ
う

な

詩

も
残

し
た

。
そ

し

て
芥
川

の
自

殺

三
年

後

の
昭
和

五
年

、

や
は
り

自

殺

し

て

い
る
。

中

野
重
活

は

「
芥
川

龍
之

介
襯

遍
文
学
講
座
幅
第

一
巻

n文
学

の
閣
聖

、/昭
二
六

筑
摩
書
房
)
に
お

い
て
、
「
芥

川

の
自

殺

は
、
北

村
透

谷
、

有
島

武
郎

、

生

欄
春
月

あ

る

い
は

こ
れ
に

凍
民
薯

を

と
も

な
わ

せ
た

そ

の
線

に
立

つ
も

の
と

い
え

る
。
」

と
す

る
。
春

月

の
作

品
と

人
生

に
も

、

芥
川

の
、

大
正
知

識

人

の
、
「
敗

北
」

の
縮

図
が

兇
え

る
。

四

、

お

わ

り

に

芥

川

氏

が

本
な

ん
か

ば

か
り

に
噛

り

つ

い
て
、
実

生

活

を

眺

め

な

い
か
ら

こ
ん
な

、
遊
び

ご
と

の
や
う
な

小
説

が
生

れ

る
の
だ
。
〔串

略
)
氏

が
た

つ
た

一
つ
救

は
れ

る
道

は
、
本

な

ん

て
も

の
を
破

棄

し
て
終

つ
て
、
民

衆

の
渦

の
中

へ
身

体
を

投
げ

込

ん

で
終

ふ
こ
と

で
あ

る
。

R
松
本
〕
弘
….
門小
説

魎好
色
吐

・
「種
蒔
く
ム

大

、
○
∴

ご

こ
れ

は
、

「
好

色
」

の
岡

時
代

評

で
あ

る
。

社
会

主

義

の
立
場

か

ら

の

〈
イ

ン

テ

リ
ゲ

ン

チ
ヤ

〉
撹

判

で
は
あ

る
が
、

「
好

色

」

が
本

に

実

入

生
を

呑
ま

れ
た

知

識
人

の
悲

劇

を
猫

き
、
「
大
導

寺
信
輔

の
半
生

≒

或

阿

呆

の

…
生

」

へ
と

続
く

芥
川

の

〈
自

画
像

〉

の
は
じ

ま
り

で
あ

る
と

と

ら
え

れ
ば

、
そ

の
葱

昧

で
は
的
を

射

た
評

と

い
え

る
。

以

上
論

じ

て
き

た

よ
う

に
、

「
妊
色

」

は

、
本

と

入
生

を

め

ぐ

る
大

正

期

の
諸

欝
説

の
中

に
概

き
、

近
代

知
識

人

平
中

の
悲
劇

を
軸

に
読

み

直

す

こ
と

に
よ
り

、

「
大
導
寺

信

輔

の
半
生

」

「
或
阿

呆

の

}
生

」

へ
続

く
芥

川

の
自

顯
像

と

し

て
再
評
価

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

ま

た

こ
れ
は

現
代

社
会

と
重

ね

る

こ
と

に
よ
り

、
芥

規

の
死

の
現

代
的

意
義

を
問

う

こ
と

に
も

つ
な

が

っ
て

ゆ
く

で
あ

ろ
う

。

(注

)

「点

心

」

の
中

の

㎜
壌

「む

し
」

(「新

潮

」
大

}
○

∴
……〉
に

、
.平
安

朝

を

舞

台

と
す

る

小
説

に
虫

の
庶

衣

を
描

い
た

の
は

、
[,門
信
貴

山

縁

起

」
「
粉

海

寺
縁

起
」

な
ぞ

の
顕

巻
物

し

に
よ

っ
た
た

め
だ

と
あ

る
。

*
芥

規
作
晶

の
引

溺

は

　、芥

澗
龍

之
介
全

集
㎞

(岩
波

書
店

・
第

.
一網

)
に

よ
り
、

[好

色
篇
は
第

八
巻

(平

「
九

・八

)、
「大

導
寺

儒
輔

の
半

生

」
は
第

十

二
巻

(
平

}
九

⊥

二
)
、

「或

鰐

呆

の

一
生

鳳

は
第

十

六

巻

(平

二

〇

・蒲

)
、

「
点

心
嬬

は
第

七
巻

(平

一
九

・七

).、

*
本
縞

は
平

戒

二
十

趾
年

度
科

学

研
究
費

騨獺
助
金

「
〈近

代
説

話
〉

の
研
究
i

明

治

大
証

期

の
実
録

、
実
記

、
講
談
本

か

ら
歴
史

小

説
、
大
衆

文
学

ヘ
ー

」

(研
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…叉

㎜4

究
課

題
番

勢

揺
娼

(}()。。
c。
〉

に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部
で
あ
る
.、

(大

阪
市

立
大

学
大

学
院

准
教
授

)

⊥

図

3

図

1

図

2

は

「
醤

貴

由

縁

起

」

か

ら

貴

族

轟
目
本
絵
巻
大
成
4
隔
中
央
公
論
社

昭
五
…
∵
四
)

図

3

は

「粉

河

寺

縁

起

」

か

ら

長

者

〔噌口U本
輪肱
巻
大
成
界わ
隔
中
央
公
み劇
社

昭
五
一
.・⊥ハ
)

図

4

は

「
源

氏

物

語

絵

巻

」

か

ら

薫

を

抱

く

源

氏

〔…、日
本
絵
巻
大
戒
-
繭
申
央
公
論
祉

昭
鴛
一
∵
五
〉
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